


















































































【昭和 40 年（1965）頃・ノリ支柱柵養殖の様子＊】昭和 30 年（1955）に始められ、昭和 61
年（1986）まで続いた東幡豆のノリ養殖。昭和 32 年（1957）に 12 戸あった東幡豆のノリ養



















































































































































































は、昭和 24 年（1949）から昭和 39 年
（1964）における、東幡豆港の石材積出
量の推移を見たものである。昭和 24 年に
は 59,869t であった積出量が、昭和 39
年には 208,801t へと、15 年の間およそ
3.5 倍もの伸びを見せており、石材産業が
大きく成長したことが確認できる。とくに、
昭和 28 年（1953）から昭和 30 年（1955）
には 69% の成長率を見せるとともに、昭
和 34 年（1959）から昭和 36 年（1961）
には 83% の高い成長率を見せている。そ
れは、硬くて重いなどの特徴を有する幡豆
石が、昭和 28 年に発生した台風 13 号や
昭和 34 年に発生した伊勢湾台風 8 の復旧
工事に、大量に用いられたからであるとさ
れている。
　かつては、トロッコで丁場（石切場、採石
場）から積み出し港まで運ばれ、団
だんべいせん
平船 6
で各地に運ばれていた幡豆石の運搬は、今
ではトロッコがトラックへと、団平船が
「ガット船」と呼ばれる鋼
こうせん
船へと変わって
いる。幡豆石や採石業は、今でも東幡豆の
経済において大きな役割を果たしており、
今後は観光業など他産業との連携により地
域振興を図ることが期待されよう。 
 （李 銀姫）
東幡豆を支えた産業
旅日記
Vol.1
東幡豆にあそんだ
楽しい旅の記録｡
はじまりはじまり～
名鉄蒲郡線
東幡豆駅に到着 海岸にて
11 月頃にはホシハジロやヒドリガモ、オオ
バンなどの冬鳥が飛来し、海辺で羽を休めて
います。バードウォッチングが楽しめます。
冬鳥の訪れ
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